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退任の挨拶

　4期 8年間の理事就任中は、広報担当（含む
日本医師会広報委員会委員）及び学校保健分野
担当として、また 2期目からは日本医師会代議
員、最近は医師国保組合のお仕事をさせて頂き
ました。つたない部分も多かったとは存じます
が、会員の皆様のご理解、ご協力に感謝申し上
げます。
　特に広報担当としては、コロナ禍前には県民
向け講演会で司会を務めさせていただくなど、
晴れがましい席でのお仕事も多く、新たな学び
の日々でした。学校保健分野では、九州医師会
連合会学校検診協議会に参加し、九医連各県の
学校検診の状況と当県を比べ、問題点の解決に
向け、沖縄県医師会学校医部会常務理事の先生
方とともに、現場の教育庁の皆様、養護教諭、
検診受託機関の方々と切磋琢磨して参りまし
た。少しでも前進できておりましたら幸いです。

　また、沖縄県教育庁と県健康長寿課との初の
横断的事業となる次世代の健康教育事業を当会
が受託し、小学生・中学生向けの健康教育副読
本の作成、改訂に関われましたことも貴重な経
験となりました。
　さて、県医師会では、毎週火曜日に理事会が
開催されます。そこで扱われる議題は広範囲に
及び、毎回多くの学びがありましたが、自身の
理解度も試される緊張感ある会議でした。ここ
で報告・協議される事業の数々は、事務局の
皆様方の献身的なご協力のもと文書等にまと
められておりました。ここに心から御礼申し
上げます。
　最後に県医師会のますますのご発展を祈念し
ております。
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